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１．はじめに  

お客様に高速道路を安全に走行していただくために、

維持管理用車両による雪氷作業や清掃作業等が欠かせな

いものとなっており、現場での作業を確実に行うために

は車両の健全性を常に保つ必要がある。 

中日本高速オートサービス株式会社（以下「弊社」と

いう）は、約 1,900 台（2024 年 4 月 1 日時点）の車両を

管理しており、そのうち約 1,000 台が雪氷車両となりま

す。 

日々の車両管理を中日本高速道路（株）（以下「NEXCO

中日本」という）や弊社契約工場と協働している。 

近年、ドライブレコーダーや VPIS、路面センサーなど

車両の装備品が増え、情報量も増えている。また、納入

後にも様々な装置が取り付けられるため、最新の装備品

等の情報管理が重要である。 

現在稼働中の車両管理システムは、車両仕様（概要）、

納入者、車両購入金額、整備（修理）費、走行距離、燃

料給油量等の情報は確認できるが、車検証記載データや

具体的な修理部品名、交換履歴、各種装備品（VPIS やド

ラレコ等）の詳細情報がない。それらの情報は、別デー

タファイルで各装備品を整備等した担当部署が管理して

おり NEXCO 中日本担当者等が調べたい時に担当部署へ問

い合わせするなど、手間がかかっている。 

課題解決のため、病院の医療カルテのように全てを一

元的に網羅した「車両カルテ」を作成した。 

 

２.現状の問題 

車両の高度化が進み、自動ブレーキや誤発進抑制シス

テム、尿素水による排気ガス浄化装置などが搭載される

ようになり各システムにセンサーやコンピューターが内

蔵されるようになったが、一方で電子的な故障が増加傾

向となった。 

また、自動車メーカー毎に様々な故障コードがあり、

ディーラーでは専用の外部診断機（スキャンツール）が

用いられている。（図 1）車両の仕様が変わるにつれて汎

用の外部診断機では診断ができないため、ディーラーの

対応を待たなければならず弊社契約工場で原因特定が出

来ないものもある。 

それは NEXCO 中日本保有の車に限らず、全ての車が該

当するため、ディーラーに車が集中するため、修理期間

が長期化傾向にある。 

 
図１ 外部診断機を用いた診断 

 

車両が必要な時に故障すると、必要な台数が確保でき

ず、高速道路の安全性は保てず、社会インフラの停止に

つながる。また、高速道路を管理する車両に関係する担

当部署が複数あり、購入や更新については NEXCO 中日本

各支社、貸与・管理は NEXCO 中日本各事務所、使用は各

パトロール会社やメンテナンス各社、各種通信機器につ

いてはエンジニアリング各社、車両の整備や点検につい

ては弊社が管理している状況にある。（図２） 

 
図２ 関係図 

 

 各社に管理データが存在するため、どの部署がどんな

車両情報を管理しているかが分かりにくいため、情報の

入手が煩雑である。（図３） 

データが複数の場所で管理されていると、どれが最新

情報かわからなくなったり、各部署のデータの整合性が

取れなかったりといった状況になっている。 

 

※１ 中日本高速オートサービス株式会社 本社 事業部 事業課 

 



 

 
図３ 現在のデータ管理イメージ 

 

 そのため、現在分散しているデータを一元化し、管理

できるようにしていくことが必要である。情報が一元化

されることで、業務効率化が期待できる。たとえば過去

のデータを参照する際も、データの保管場所や問い合わ

せ先が定まっていれば、効率的に探し出すことが可能で

ある。その結果、業務時間の短縮が図れる。また、常に

最新の情報を把握できるため正確性が向上する。 

 

３． 車両カルテによる効果  

(１)初めに車両カルテにどのような項目を掲載するかを

検討した。カルテの上段には車両の諸元や装備品（プ

ラウ等）、搭載物（ドライブレコーダー等）の型式を

掲載している。（図 6上段） 

・NEXCO 中日本各支社には更新の際、現在の車両データ

を共有する事で下取り車の選定等に役立てる事が出

来る。 

・雪氷担当者には雪氷期に応援等で借用する際、車両

の仕様を簡単に共有する事が出来る。 

・特車申請（特定の規格を超える車両を公道で走行さ

せる際に必要な申請制度）の記載をする事で車両を

運行させるのに申請が必要か否かの判断がしやすく

なる。 

・使用者に情報を共有することで最適な配置や運用に

寄与できる。 

・別途調査が必要になった場合でも、現地へ出向くこ

となく調べる事が出来る。 

(２)カルテ下段には定期交換部品や修理歴を掲載した。

（図 6下段） 

・記載されているドージングモジュール（尿素水噴射

装置）はディーゼルエンジン車に用いられる排ガス

浄化装置である。（図４）故障が多発したことから定

期交換を行うようになった。 

 
図４ 排ガスシステム概要図 

 

・弊社契約工場に今までの修理歴や走行距離を共有す

る事で今までの故障傾向や交換周期が把握でき、正

確な整備に寄与できる。 

 

４.車両カルテの実施 

一番の課題であった掲載項目の情報収集は、関係部署

から集められる情報は収集できたが、情報が無いものに

関しては、現地にて車両の確認が必要となるため、膨大

な時間と労力が必要となった。 

走行距離は車両管理システムから収集し、定期交換部

品や修理歴の項目は弊社が管理しているデータサーバー

から収集を行った。 

現在は NEXCO 中日本名古屋支社管内を先行して準備し

たが、今後は東京支社、八王子支社、金沢支社を作成し

ていき、NEXCO 中日本管内全てを網羅していく。（図５） 

車両カルテの完成に伴い、車両情報の入手の煩雑さを

防ぎ一元的な車両情報の管理が可能となった。（図 6） 

 

 
 

図５ 車両カルテ運用後のデータ管理イメージ 



 

図６ 車両カルテ 



 

５．今後の課題  

 カルテの記載事項に変更が生じた際は、記載事項

の変更や項目の拡大をしていかなければ求められる

情報が網羅できず機能を果たすことができない。 

また、情報量が多くなりすぎると車両カルテが見

づらくなるため、アップデートが必要である。 

最新の情報を入手次第、迅速に反映させることが

重要であり、整合性の維持も重要である。 

現在はアナログな方法で作成しており手間が多い

ため、デジタル化を進め、弊社で製作している新た

な車両整備管理システムで活用していく計画である。

（図 7） 

 

６．おわりに  

NEXCO 中日本グループ会社全体の車両管理の最適

化を目指し、グループ会社のご理解とご協力をいた

だき、より安全で故障の少ない維持管理車両となれ

るよう取組んでいく所存である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

図７ 車両整備管理システムイメージ（参考） 

 


